令和８年度「ココロねっこ運動」実施要項
１ 趣 旨
ココロねっこ運動とは、こどもたちの心の根っこを育てるために、大人のあり方を見直し、
みんなでこどもを育てる長崎県独自の県民運動です。
長崎県青少年育成県民会議や各市町、各青少年育成市町民会議などの地域の活動主体と連
携し、こども基本法の趣旨にあるこどもの権利や意見を大切にする新たな指針のもと、県民
総ぐるみで取組を進めます。これにより、こどもの成長を支える気運を高め、すべてのこどもが
安心して健やかに成長できる「こどもまんなか社会」の実現をめざします。

２ 期 間
・年間を通して、実施する。
・特に、７月・１１月は、長崎県「ココロねっこ運動」強調月間として実施する。

３ 主唱団体
長崎県、長崎県教育委員会、長崎県警察本部、長崎県青少年育成県民会議、長崎県ＰＴＡ
連合会、長崎県公立高等学校ＰＴＡ連合会、長崎県私立中学高等学校ＰＴＡ連合会、長崎県
教育会

４ キャッチフレーズ
「こどもの幸せを社会のまんなかに ～できることから、大人から～」

５ 行動指針
〇 認めよう ～こどもの思いやその子らしさを受け止めよう。
〇 聴こう ～こどもの話や心の声に耳を傾けよう。
〇 見守ろう ～こどものやってみたい気持ちを応援しよう。
〇 つながろう ～地域で互いに支え合う関係をつくろう。
〇 示そう ～できることから、大人から行動しよう。

６ 重点項目
（１）新たに設定したキャッチフレーズや行動指針等について、様々な媒体を用い広く周知
する。
（２）若者世代や子育て世代に対しての運動の一層の理解を図る。
（３）市町民会議ネットワークを軸に、地域活動の充実を図る。
（４）こどもを取り巻くインターネット・電子メディア環境の改善に努める。
（５）家庭の日の普及と啓発を図る。

７ ココロねっこ運動実践のための具体的な取組

（１）県民総ぐるみの推進
①主唱団体及び行政、青少年育成団体及び同市町民会議の連携・協働による大人のネッ
トワークを活かした取組の推進
ココロねっこ５つの心がけ
②地域における「あいさつ・声かけ運動」の継続実施
③「家庭の日」の認知度向上を目指した各市町・関係団体への啓発
④ココロねっこ運動推進のための県内各地区で実施する行事や講習会、こどもの権利に
ついての理解を深める研修会等の実施
⑤こどもの居場所や様々な体験を提供する活動の拡大
⑥ココロねっこ運動の登録推進による運動の輪の拡大

（２）普及啓発・広報活動の推進
①インターネット等を活用した情報発信の強化
②市町担当・ココロねっこ指導員等による普及啓発活動の継続実施
③マスコミ、行政、青少年育成団体及び民間団体の広報媒体による広報活動の推進
（ホームページ・テレビ・ポスター・チラシ等）

（３）ネット・電子メディア環境改善及び有害環境浄化活動の推進
①長崎県メディア安全指導員による講演活動並びにこどもメディアサミットの開催、学
校メディア宣言の実施拡大
②家庭におけるネット・電子メディアのよりよい利用のあり方に向けた取組
③県警、学校・ＰＴＡや健全育成会、少年補導センター、メディア関係団体との緊密な
連携
④地域全体でこどもを有害環境から守る気運の醸成
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